
　
88
歳
に
な

る
母
が
い

る
。
認
知
症

が
進
ん
で
い

る
。
3
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
終

わ
っ
た
が
、
や
は
り
今
一
番
気

に
な
る
の
が
母
の
感
染
で
あ

る
。
感
染
し
た
際
に
重
症
化
し

な
い
か
、
必
要
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
入
院
で
き
る
か
。
認
知
症
で

あ
っ
て
も
、
感
染
し
た
際
の
苦

し
さ
、
不
安
は
同
じ
。
ど
ん
な

状
況
の
人
も
変
わ
ら
ず
医
療
を

受
け
た
い
と
思
う
は
ず
▼
災
害

時
に
は
ト
リ
ア
ー
ジ
が
必
要
と

な
る
。限
ら
れ
た
医
療
材
料
、治

療
薬
の
中
で
、
治
療
の
優
先
順

位
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

災
害
の
場
合
、一
度
に
多
く
の

重
症
者
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
る
か
ら

だ
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
場

合
は
、
感
染
し
て
療
養
中
に
症

状
が
悪
化
、
重
症
化
し
て
い

く
。
し
か
も
重
症
化
リ
ス
ク
は

わ
か
っ
て
い
る
。
早
期
に
医
療

に
つ
な
げ
治
療
す
る
こ
と
で
、

死
亡
者
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
▼
今
、
京
都

府
内
に
約
１
万
5
千
人
の
自
宅

療
養
者
が
い
る
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
医
療
体
制
が
十

分
で
な
い
施
設
で
療
養
し
て
い

る
方
も
い
る
。
60
歳
以
上
で
基

礎
疾
患
の
あ
る
場
合
は
死
亡
率

が
12
・
8
％
に
も
及
ぶ
。第
6

波
で
は
全
死
亡
者
の
う
ち
70
歳

以
上
の
死
亡
者
が
90
％
を
超

え
、
第
5
波
よ
り
20
％
以
上
上

回
っ
て
い
る
。病
床
逼
迫
の
中
、

高
齢
者
に
十
分
な
医
療
が
提
供

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
▼
私
た

ち
は
今
一
度
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
、
何
を
す
れ
ば
死
亡
者
0

に
で
き
る
か
を
考
え
、
命
の
選

別
を
し
な
い
医
療
体
制
を
確
立

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 （
治
）

　
中
医
協
は
2
月
9
日
、
22
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
答

申
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
紹
介
状
な
し
で

病
院
を
受
診
す
る
場
合
の
定
額

負
担
、
い
わ
ゆ
る
受
診
時
定
額

負
担
の
医
療
機
関
の
対
象
範
囲

を
拡
大
し
、
①
対
象
病
院
を
22

年
4
月
か
ら
始
ま
る
「
外
来
機

能
報
告
」
制
度
に
お
け
る
「
紹

介
受
診
重
点
医
療
機
関
（
医
療

資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外

来
を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医

療
機
関
）」
の
う
ち
一
般
病
床

2
0
0
床
以
上
の
病
院
に
拡
大

す
る
こ
と
②
初
診
時
2
0
0
0

円
、
再
診
時
5
0
0
円
以
上
の

定
額
負
担
を
強
制
的
に
保
険
外

併
用
療
養
費
と
し
て
追
加
徴
収

す
る
と
と
も
に
、
保
険
給
付

（
診
療
報
酬
）
の
範
囲
か
ら
2

0
0
点
、
50
点
を
減
額
す
る
仕

組
み
を
、
22
年
10
月
か
ら
実
施

す
る
と
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
世
代
型
社
会
保

障
改
革
の
方
針
（
20
年
12
月
15

日
閣
議
決
定
）
や
20
年
12
月
23

日
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
の
議
論
を
踏
ま
え
た
検

討
と
考
え
る
が
、
こ
の
負
担
増

に
あ
た
っ
て
健
保
法
等
を
「
改

正
」
し
た
節
は
見
当
た
ら
な

い
。

　
1₆
年
度
改
定
で
導
入
さ
れ
た

同
制
度
の
負
担
額
を
増
額
す
る

　
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
理
屈

を
捏
ね
よ
う
が
こ
れ
は
明
ら
か

に
患
者
負
担
増
で
あ
る
。
本
来

は
健
康
保
険
法
等
の
「
改
定
」

が
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

制
度
変
更
だ
け
を
も
っ
て
し
て

国
民
に
周
知
し
た
上
で
国
会
に

法
案
を
提
出
し
て
十
分
に
審
議

す
べ
き
重
大
な
制
度
変
更
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
改
悪
を

国
民
の
理
解
も
得
ず
に
実
施
す

る
こ
と
は
、
法
治
国
家
と
し
て

絶
対
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
国
民
が
社
会
保
障
を
受
け
る

権
利
の
、
国
家
に
よ
る
一
方
的

な
剥
奪
の
企
み
と
言
う
べ
き
暴

挙
で
あ
る
。

　
02
年
10
月
、
小
泉
内
閣
に
よ

る
健
保
法「
改
正
」で
、
社
保
本

人
の
入
院
・
入
院
外
、
社
保
家

族
の
入
院
時
の
一
部
負
担
金
を

3
割
に
引
き
上
げ
た
際
、
附
則

第
2
条
で
医
療
保
険
各
法
に
規

定
す
る
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶

養
者
の
医
療
に
係
る
給
付
の
割

合
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
1
0
0
分
の
70
を
維
持
す
る

も
の
と
す
る
」
と
政
府
は
国
民

に
約
束
し
て
い
る
。
今
回
の
受

診
時
定
額
負
担
の
拡
大
お
よ
び

初
診
料
、
外
来
診
療
料
の
減
額

は
、
こ
の
約
束
を
実
質
的
に
反

故
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ

ば
「
騙
し
討
ち
」
だ
。

　
一
方
、
政
府
・
財
界
・
財
務

省
・
厚
労
省
は
医
療
費
抑
制
・

削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
一
部
負

担
金
の
引
き
上
げ
か
ら
医
療
提

供
体
制
の
縮
小
・
再
編
に
替

え
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
病

床
機
能
の
分
化
・
強
化
、
公
立

病
院
の
再
編・統
廃
合
、一
般
病

棟
の「
重
症
度
、医
療
・
看
護
必

要
度
」
の
強
化
に
よ
る
急
性
期

病
床
削
減
、
療
養
病
床
の
介
護

医
療
院
へ
の
転
換
な
ど
、
入
院

医
療
費
の
抑
制
を
図
っ
て
き
た
。

　
22
年
4
月
に
実
施
さ
れ
る

「
外
来
機
能
報
告
」制
度
で
は
、

外
来
機
能
の
分
化
、「
か
か
り

つ
け
医
」
機
能
の
強
化
が
狙
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
先
に
は
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
今
回
の
受
診
時
定

額
負
担
の
拡
大
お
よ
び
初
診

料
、
外
来
診
療
料
の
逓
減
を
導

入
さ
せ
て
は
、
入
院
外
の
医
療

に
お
い
て
、「
か
か
り
つ
け
医
」

以
外
の
医
師
に
受
診
し
た
場
合

に
一
律
に
一
定
の
負
担
を
求
め

る
と
い
う
「
ワ
ン
コ
イ
ン
負

担
」
の
導
入
の
下
地
を
作
っ
て

し
ま
う
。

　
そ
の
た
め
、
我
々
は
こ
の
22

年
10
月
実
施
を
断
固
阻
止
す
べ

く
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
保
団
連
と
協
同
し
、
国
民
・

患
者
へ
広
く
訴
え
る
等
し
て
、

こ
の
負
担
増
の
不
当
性
、
危
険

性
を
訴
え
か
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

受診時定額負担の拡大と診療報酬からの負担相当分の減額は
法の目を掻い潜った「療養の給付」の引き下げであり許せない

2022年10月実施は断固阻止すべきである

2
0
2
2
年
度
改
定
の
答
申
受
け

　
　
　 

理
事
長
談
話
（
２
月
10
日
）

　

医
療
業
界
で

も
、
会
計
シ
ス
テ

ム
や
電
子
カ
ル
テ

に
加
え
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
導

入
が
始
ま
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
ん

な
中
、
医
療
機
関
は
サ
イ
バ
ー

攻
撃
と
い
う
新
た
な
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
9
月
、
ド
イ
ツ

の
大
学
病
院
で
は
、
デ
ー
タ
の

復
元
と
引
き
換
え
に
金
銭
を
要

求
す
る
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
」

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
っ
て
、
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
同
病
院
は
、
感
染
に

よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
。

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
同
病
院

に
搬
送
中
で
あ
っ
た
患
者
が
30

㎞
離
れ
た
別
の
病
院
へ
搬
送
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
搬
送

中
に
死
亡
し
た
。
患
者
は
救
急

治
療
が
遅
れ
た
た
め
に
死
亡
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
日
本
で
も
、
21
年
10
月
末
に

病
院
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ

て
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
感
染

し
、
患
者
約
8
万
5
0
0
0
人

分
の
電
子
カ
ル
テ
が
閲
覧
で
き

な
く
な
っ
た
。
患
者
の
既
往
歴

等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
診
療
に
甚
大
な
影
響
が
出

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み

て
、
厚
労
省
は
21
年
1
月
に

「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
第
5
・
1
版
）」
を
改
訂
。
医

療
機
関
に
対
し
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
へ
の
注
意
を
促
す
事
務
連
絡

を
発
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

日
医
総
研
が
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
、
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
認
知
・
活
用
し
て
い
る
医

療
機
関
は
3
割
に
満
た
な
い
。

ま
た
、
患
者
情
報
を
保
管
し
て

い
る
情
報
端
末
へ
の
外
部
端
末

（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
）
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
に
関
し

て
、
ル
ー
ル
が
な
い
・
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
医
療
機
関
は
3
割

以
上
で
あ
り
、
全
て
の
医
療
機

関
で
十
分
な
対
策
を
講
じ
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
広
が

り
、
院
内
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
シ

ス
テ
ム
か
ら
外
部
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
る
ケ
ー
ス
が

増
加
す
る
と
、
急
速
に
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
、
重

大
な
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
前
述
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

よ
る
事
故
か
ら
考
え
て
も
、
医

療
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
、
患
者

の
個
人
情
報
の
漏
え
い
防
止
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
患
者
の
生

命
を
守
る
対
策
と
し
て
急
務
で

あ
る
と
言
え
る
。
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
、
医
療
安
全
と
い

う
視
点
か
ら
、サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
関
連
7
面
）

患
者
の
生
命
守
る
視
点
か
ら

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を

と
と
も
に
、
紹
介
率
減
算
、
妥

結
率
減
算
の
よ
う
に
初
・
再
診

料
を
減
額
す
る
仕
組
み
と
な

る
。

　
協
会
は
、
現
在
の
初
・
再
診

料
、
小
児
科
外
来
診
療
料
、
入

院
料
等
の
点
数
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係

る
費
用
に
つ
い
て
、
著
し
く
不

足
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

と
し
て
、
22
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
感
染
症
対
策
の
評
価
を
求

め
る
要
望
書
を
2
月
1
日
、
厚

生
労
働
大
臣
ら
に
提
出
し
た
。

　
1
月
26
日
の
中
医
協
資
料

「
個
別
改
定
項
目
」
の
中
で
、

診
療
所
に
つ
い
て
は
「
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
」
が
新
設
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
協
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
当
初
か

ら
、
A
2
3
4
―
2
感
染
防
止

対
策
加
算
Ⅰ
お
よ
び
同
加
算
Ⅱ

を
届
け
出
る
医
療
機
関
で
地
域

を
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
て

お
り
、
22
年
度
改
定
で
「
外
来

感
染
対
策
向
上
加
算
」
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

　
し
か
し
、
感
染
症
指
定
医
療

機
関
、
発
熱
外
来
を
設
置
す
る

医
療
機
関
、
診
療
・
検
査
医
療

機
関
以
外
の
医
療
機
関
で
あ
っ

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
お
い

て
は
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
よ

り
重
層
的
な
院
内
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
収
束

後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
協
会
は
代
議

員
に
対
し
21
年
11
月
に
「
医
療

機
関
に
お
け
る
感
染
対
策
」
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
①

「
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
」

以
外
に
も
、
初
・
再
診
料
、
外

来
診
療
料
、
小
児
科
外
来
診
療

料
、
入
院
料
等
を
引
き
上
げ
る

こ
と
②
①
が
実
施
で
き
な
い
場

合
で
も
21
年
9
月
末
に
廃
止
さ

れ
た
感
染
症
対
策
実
施
加
算
に

相
当
す
る
程
度
の
感
染
症
対
策

に
係
る
加
算
を
初
・
再
診
料
、

入
院
料
に
新
設
す
る
こ
と
。
お

よ
び
小
児
の
感
染
防
止
対
策
に

係
る
加
算
を
新
た
に
検
討
す
る

こ
と
③「
外
来
感
染
対
策
向
上

加
算
」
に
つ
い
て
、
診
療
所
だ

け
で
な
く
中
小
病
院
も
対
象
と

す
る
こ
と
。
ま
た
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
医
療
機
関
が
地
域
連

携
に
よ
る
感
染
対
策
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
施
設
基
準
は
必
要

最
低
限
の
内
容
と
す
る
こ
と
④

「
感
染
拡
大
防
止
継
続
支
援
補

助
金
」
に
つ
い
て
、
22
年
1
月

以
降
も
継
続
し
て
支
援
す
る
補

助
金
を
新
設
す
る
こ
と
―
を
要

望
し
た
。

幅広く感染症対策の評価を
診療報酬改定で厚労大臣らに要望
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto
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齢
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療
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協
会
は
乙
訓
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
12
月
20
日
に
開
催
し
、

地
区
か
ら
15
人
、
協
会
か
ら
6

人
が
出
席
し
た
。
梅
山
信
副
会

長
の
司
会
で
進
行
。
冒
頭
、
斉

ノ
内
良
平
会
長
か
ら
「
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
だ
（
21
年
12

月
現
在
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

は
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す
ま
す
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
国
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
政
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、

供
給
不
足
の
不
安
が
あ
る
。
本

日
は
活
発
な
議
論
を
し
た
い
」

実
態
や
ル
ー
ル
作
り
へ
の
質
問

が
あ
っ
た
。
協
会
は
、
電
話
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
診
療
を
実
施

で
き
る
と
登
録
し
た
医
療
機
関

は
約
1
万
7
千
件
だ
っ
た
が
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
で
の
算
定
件

数
は
月
に
約
7
千
件
で
、
そ
の

内
電
話
診
療
が
半
数
の
た
め
、

実
際
に
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い

な
い
状
況
を
紹
介
。
そ
の
上

で
、
協
会
は
全
面
的
に
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
反
対
し
て
い
る
の

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
協
会
か
ら

は
鈴
木
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
乙
訓
医
師
会
か
ら
の
テ
ー

マ「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
進
政
策
」、

協
会
か
ら
の
テ
ー
マ
「
2
0
2

2
年
度
診
療
報
酬
改
定
―
コ
ロ

ナ
で
ど
う
な
る
中
医
協
で
の
議

論
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
取
り
巻
く
諸
課
題
と
今
後
の

医
療
提
供
体
制
」に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
、
地
区
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
対
面
診
療
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
へ
と
変
化
し
て
い
く
中
、

実
質
的
な
混
合
診
療
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推
進

政
策
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら

は
、
日
々
の
診
療
で
、
医
薬
品

不
足
に
つ
い
て
の
患
者
へ
の
説

明
等
で
苦
労
し
て
い
る
現
状
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
供
給
不
足
に

関
し
て
は
、
厚
労
省
の
監
督
が

不
十
分
だ
と
指
摘
す
る
意
見
も

出
さ
れ
た
。
協
会
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
承
認
審
査
に

お
け
る
検
査
が
不
十
分
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
先
発
品
と
同
等
に

取
り
扱
い
、
流
通
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
回
答
し

た
。

　
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
協

会
の
第
2
次
提
言
「
感
染
症
体

制
の
見
直
し
と
保
健
所
再
生

を
」
を
紹
介
し
、
地
区
医
師
会

が
行
政
と
連
携
し
て
地
域
医
療

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
国
に
求
め
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

で
は
な
く
、
医
療
の
過

疎
地
・
へ
き
地
に
は
必

要
で
あ
り
、
慢
性
疾
患

の
再
診
時
に
も
活
用
で

き
る
と
回
答
。
一
方

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
点
数
は
低
く
、
医
療

費
抑
制
策
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
シ

ス
テ
ム
利
用
料
の
自
費

金
額
を
高
く
す
る
等
で

　
Ｑ
、
患
者
が
口
コ
ミ
サ
イ
ト

や
匿
名
掲
示
板
な
ど
に
匿
名
で

診
療
所
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
等

を
書
き
込
ん
で
い
る
の
が
わ

か
っ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
内
容
か
ら
書
き
込
ん
だ
患

者
が
推
測
で
き
る
の
で
す
が
、

法
的
に
何
か
対
応
は
と
れ
ま
す

か
。

　
Ａ
、
⑴
前
提

　
今
回
の
ご
質
問
で
は
、
ク

レ
ー
ム
等
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
に
よ
っ
て
、
削
除
で

き
る
か
ど
う
か
が
変
わ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
具
体
的
な
事
実

（
内
容
の
真
偽
は
問
わ
れ
ま
せ

ん
）
を
摘
示
し
て
い
る
か
、
そ

れ
が
社
会
的
な
評
価
を
下
げ
る

も
の
か
、
公
然
の
場
で
な
さ
れ

た
も
の
か
、
と
い
う
三
つ
の
要

件
が
揃
う
こ
と
で
、
初
め
て
名

誉
棄
損
に
該
当
し
、
削
除
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
丁
寧
に
診
て
く

れ
る
け
ど
、
予
約
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
1
時
間
待
た
さ
れ
た

か
ら
、
こ
の
診
療
所
は
良
く
な

い
」
等
の
ク
レ
ー
ム
を
記
載
し

て
い
る
場
合
は
、
名
誉
棄
損
に

あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
当

に
体
験
し
た
こ
と
で
、
か
つ
公

共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
、
さ

ら
に
公
益
を
図
る
目
的
で
あ
れ

ば
、
違
法
で
は
な
い
と
判
断
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
場

合
に
は
削
除
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
⑵
削
除
方
法

　
①
ま
ず
は
、
ク
レ
ー
ム
の
投

稿
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
等

で
保
存
し
て
下
さ
い
。
そ
の
上

で
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
利
用
規

約
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
利
用

規
約
に
は
、
誹
謗
中
傷
や
実
体

験
に
基
づ
か
な
い
口
コ
ミ
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
そ
の
よ
う
な
口
コ
ミ
だ
っ

た
場
合
に
は
、
口
コ
ミ
掲
載
サ

イ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム
等
か
ら
管
理
者
へ
削
除
を
依

頼
し
て
下
さ
い
。

　
②
仮
に
、
利
用
規
約
に
違
反

し
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
違

反
し
て
い
な
い
と
管
理
者
が
判

断
し
、
削
除
し
て
く
れ
ず
、
そ

れ
で
も
削
除
を
求
め
た
い
場
合

に
は
、
法
的
手
続
を
と
る
必
要

が
出
て
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
弁
護
士
に

頼
ん
で
い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
掲
載
元
へ
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の

開
示
を
求
め
、
そ
こ
か
ら
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
を
特
定
し
、
投
稿
者

を
特
定
し
た
上
で
、
削
除
お
よ

び
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
損

害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
金
額
は

低
額
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

　
⑶
投
稿
者
が
特
定
で
き
て
い

る
場
合

　
書
か
れ
て
い
る
事
実
な
ど
か

ら
、
特
定
の
患
者
で
あ
る
こ
と

が
ま
ず
間
違
い
な
い
と
判
断
で

き
る
場
合
に
は
、
そ
の
患
者
に

対
し
て
、
直
接
警
告
し
、
投
稿

を
削
除
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
場
合
、
本
人
が
認
め
れ

ば
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
も
あ
り
え
る
で
し
ょ
う
。

　
も
っ
と
も
、
特
定
の
患
者
で

あ
る
か
ど
う
か
何
と
も
い
え
な

い
状
況
で
警
告
す
る
と
、
そ
れ

自
体
が
名
誉
棄
損
だ
と
主
張
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

す
。

　
協
会
は
亀
岡
市
・
船
井
医
師

会
と
の
懇
談
会
を
1
月
18
日
に

開
催
し
た
。
両
地
区
か
ら
合
わ

せ
て
17
人
、
協
会
か
ら
6
人
が

出
席
。
懇
談
は
亀
岡
市
医
師
会

の
温
井
雅
紀
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

　
冒
頭
、
亀
岡
市
医
師
会
の
鎌

田
雄
一
郎
会
長
は
こ
の
2
年
間

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
明
け
暮
れ
た

日
々
で
感
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
に
つ
い
て
触
れ
、
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
ブ
ー
ス
タ
ー
接

種
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
供
給
不
足

な
ど
の
状
況
に
陥
ら
な
い
か
懸

念
を
示
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
に
隠
れ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
な
ど
現

在
の
医
療
体
制
を
大
き
く
変
え

る
よ
う
な
事
案
が
な
し
崩
し
的

に
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
も
危
機
感
を
示

し
、
協
会
に
は
こ
れ
ら
の
事
案

の
問
題
点
や
解
決
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
た
い

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
鈴

木
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
に
つ
い
て
」
と
協
会

か
ら
の
テ
ー
マ
「
2
0
2
2
年

度
診
療
報
酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で

ど
う
な
る
中
医
協
で
の
議
論
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取

り
巻
く
諸
課
題
と
今
後
の
医
療

提
供
体
制
」
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
区

か
ら
政
府
の
考
え
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
患
者
の
病
名
な

ど
の
重
要
な
個
人
情
報
を
紐
づ

け
す
る
こ
と
の
危
険
性
な
ど
に

つ
い
て
危
惧
す
る
と
の
意
見
が

出
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
顔
認
証
付
き

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
普
及
状
況

を
説
明
し
た
上
で
、
今
後
、
顔

認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が

普
及
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
通
り

保
険
証
で
の
対
応
で
特

に
問
題
な
い
と
説
明
。

ま
た
、
2
0
1
9
年
の

健
康
保
険
法
の
一
部
改

定
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
や
民
間
企
業
な
ど

の
第
三
者
に
対
し
て
医

療
デ
ー
タ
が
提
供
可
能

と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
今
後
、
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

通
し
て
、
患
者
同
意
を
得
て
さ

ら
に
匿
名
化
す
る
前
提
で
は
あ

る
が
、
患
者
は
同
意
の
内
容
が

何
か
わ
か
ら
な
く
と
も
画
面
の

「
は
い
」
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
病
名
や
手
術
等
に
関
す
る

「
診
療
情
報
」
が
第
三
者
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
観

点
か
ら
も
非
常
に
問
題
で
あ

り
、
患
者
に
は
同
意
し
な
く
て

も
診
療
面
な
ど
で
不
利
益
を
被

る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
第
三
者
提
供
後

の
運
用
に
つ
い
て
厳
し
く
管
理

す
る
仕
組
み
作
り
の
必
要
性
を

述
べ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
で
導
入
が
検
討
さ
れ
て

い
る
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」
等

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
船
井
医
師
会
の
仁
丹

利
行
会
長
が
、
現
在
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
る
新
規
感
染
者
数

が
増
加
傾
向
で
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
ブ
ー
ス

タ
ー
接
種
に
お
い
て
も
、
供

給
・
流
通
体
制
な
ど
に
関
す
る

課
題
解
決
が
急
務
で
あ
る
と
指

摘
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
多
岐
に
わ
た
り

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る

が
、
地
域
医
療
の
充
実
と
危
機

的
な
状
況
を
救
う
た
め
に
も
協

会
と
連
携
し
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

締
め
く
く
っ
た
。

出
席
者
21
人
で
開
催
さ

れ
た
乙
訓
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
23
人
で
開
催
さ

れ
た
亀
岡
市
・
船
井
医

師
会
と
の
懇
談

困ったときは
　 まずご連絡を

保険請求など
日常診療をサポート
保険請求の疑問、審査・指導の
相談など、協会は日常診療での
会員・医療機関従業員からのご
相談に対応しています。新規個
別指導をはじめ、
指導の不安や疑
問もご相談下さ
い。しっかりサ
ポートします。

本紙は協会ホーム
ページからも
ご覧いただけます
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乙
訓
医
師
会
と
懇
談

12
月
20
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
現
状
と
課
題
で
意
見
交
換

弁護士が
対応方法

を

お答えしま
す

そこのところが知りたかった！
医療安全

Q A&
8
vol

「ネット被害」

あやめ法律事務所
福山 勝紀 弁護士

亀
岡
市
・
船
井
医
師
会
と
懇
談

1
月
18
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
危
惧
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協
会
は
、
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
答
申
を
受
け
て
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
推
進
な
ど
政
策
的
改
定

ば
か
り　
患
者
・
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
改
定
な
の
か

甚
だ
疑
問　
二
度
の
薬
価
引
下
げ
を
財
源
に
技
術
料
を
抜
本

的
に
改
善
す
べ
き
」
と
題
し
た
二
つ
目
の
理
事
長
談
話
を
発

表
。
以
下
に
全
文
を
掲
載
す
る
。（
関
連
1
面
）

　
こ
の
改
定
が
本
当
に
国
民
・

患
者
に
と
っ
て
「
療
養
の
給

付
」
の
改
善
に
つ
な
が
る
の
か

甚
だ
疑
問
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
改
定
を
答
申
さ
せ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
を
感

じ
て
い
る
。

　
中
医
協
は
22
年
2
月
9
日
、

22
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
答
申
し
た
。
国
民
・
患
者
に

と
っ
て
「
療
養
の
給
付
」
を
改

善
す
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
政

府
・
財
界
が
求
め
る
「
安
上
が

り
の
医
療
」「
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
の
制
限
」「
病
床
再
編
」
の

実
現
の
た
め
、
政
策
誘
導
的
な

点
数
の
新
設
に
ほ
と
ん
ど
終
始

し
た
内
容
だ
と
断
じ
る
。

　
ま
ず
、
不
妊
治
療
の
保
険
診

療
へ
の
導
入
、
救
急
医
療
を
担

う
病
院
の
看
護
職
員
等
の
処
遇

改
善
を
除
い
た
公
称
の
改
定
率

0
・
23
％
は
ま
や
か
し
で
あ
る

こ
と
は
先
に
述
べ
た
（
本
紙
第

3
1
1
4
号
既
報
）。
ま
た
、

受
診
時
定
額
負
担
の
拡
大
お
よ

び
初
診
料
、
外
来
診
療
料
の
逓

減
の
今
後
の
影
響
と
、
こ
れ
を

断
固
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

は
別
に
述
べ
る
。

　
そ
れ
ら
を
除
い
た
改
定
内
容

を
見
る
と
、
⑴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
誘
導
の
た
め
の
加

算
の
新
設
⑵
大
都
市
の
患
者
の

利
便
性
偏
重
、
医
療
費
抑
制
の

目
的
が
垣
間
見
え
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
普
及
誘
導
⑶
外
来
受

診
抑
制
の
狙
い
を
隠
さ
な
い
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
導
入
⑷
後
発
医

薬
品
使
用
体
制
加
算
の
使
用
割

合
強
化
⑸
「
か
か
り
つ
け
医
」

機
能
強
化
を
狙
い
初
診
料
の
機

能
強
化
加
算
の

施
設
基
準
に
算

定
実
績
等
の
導

入
⑹
今
後
の
点

数
改
定
時
の

「
適
切
な
評
価

の
推
進
」
の
た

め
に
生
活
習
慣
病
管
理
料
、
在

医
総
管
・
施
設
総
管
、
疾
患
別

リ
ハ
に
外
来
デ
ー
タ
提
出
加
算

を
新
設
⑺
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
・
支
援
病
院
の
施
設
基
準
に

A
C
P
に
関
す
る
指
針
を
定

め
る
こ
と
を
追
加
⑻
慢
性
維
持

透
析
患
者
外
来
医
学
管
理
料
、

人
工
腎
臓
の
評
価
を
引
き
下
げ

る
一
方
で
在
宅
血
液
透
析
指
導

管
理
料
を
2
0
0
0
点
引
き
上

げ
る
―
等
の
政
策
誘
導
的
改
定

ば
か
り
が
目
立
つ
。

　
入
院
で
は
、
①
一
般
病
棟
の

「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
」
の
A
項
目
か
ら
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
外
す
等
条

件
を
厳
し
く
し
て
急
性
期
病
床

か
ら
の
振
り
落
と
し
を
進
め
る

②
療
養
病
棟
で
は
摂
取
・
嚥
下

機
能
回
復
に
必
要
な
体
制
が
確

保
さ
れ
ず
I
V
H
を
実
施
す

る
患
者
に
つ
い
て
点
数
を
引
き

下
げ
る
③
救
急
医
療
管
理
加
算

の
算
定
要
件
を
厳
格
化
④
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
の
自
院
の
一
般

病
棟
か
ら
の
転
棟
患
者
が
多
い

病
院
の
評
価
引
き
下
げ
―
等
、

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
病
院
を

鞭
打
つ
よ
う
な
改
定
内
容
が
並

ぶ
。
一
方
で
急
性
期
一
般
入
院

料
1
の
み
が
加
算
で
き
る
「
急

性
期
充
実
体
制
加
算
」
を
新

設
。
救
急
搬
送
件
数
年
間
2
0

0
0
件
以
上
の
病
院
が
算
定
で

き
る
地
域
医
療
体
制
確
保
加
算

を
1
0
0
点
引
き
上
げ
る
等
の

評
価
も
行
い
、
差
別
化
を
進
め

る
。
こ
れ
も
一
部
の
大
病
院
に

急
性
期
医
療
の
機
能
を
集
約
す

る
た
め
の
政
策
誘
導
的
な
改
定

と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
評
価
で
き
る
内
容
も

あ
る
。
診
療
所
に
お
い
て
「
外

来
感
染
対
策
向
上
加
算
」
6
点

な
ど
が
新
設
さ
れ
た
。
当
協
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
当
初
（
20
年
3
月
段

階
）
か
ら
、
A
2
3
4
―
2
感

染
防
止
対
策
加
算
Ⅰ
届
出
病
院

と
同
加
算
Ⅱ
届
出
病
院
で
地
域

を
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
と
連
携
す
る
診
療

所
の
感
染
対
策
を
評
価
す
る
点

数
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

し
た
い
。
し
か
し
、
施
設
基
準

で
「
都
道
府
県
等
の
要
請
を
受

け
て
発
熱
患
者
の
外
来
診
療
等

を
実
施
す
る
体
制
を
有
し
」
て

い
る
医
療
機
関

に
限
っ
て
い
る

こ
と
は
問
題

だ
。
感
染
症
指

定
医
療
機
関
、

発
熱
外
来
を
設

置
す
る
医
療
機

関
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
以

外
の
医
療
機
関
も
、
以
前
と
比

べ
て
よ
り
重
層
的
な
院
内
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
感
染
防
止
対

策
の
評
価
と
し
て
初
・
再
診

料
、
外
来
診
療
料
、
小
児
科
外

来
診
療
料
、
入
院
料
等
を
引
き

上
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
中
小

病
院
も
対
象
と
す
べ
き
だ
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
医
療
機
関

が
地
域
連
携
に
よ
る
感
染
対
策

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
。
協
会
は
2
月
1
日
、
厚
生

労
働
大
臣
等
に
対
し
て
「
施
設

基
準
は
必
要
最
低
限
の
内
容
と

す
る
こ
と
」
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
汎
用
点
数
で
あ
る
静

脈
血
採
取
料
、
皮
下
・
皮
内
・

筋
肉
内
注
射
料
、
静
脈
内
注
射

料
等
が
2
点
引
き
上
げ
、
鼻

腔
・
咽
頭
拭
い
液
採
取
が
20
点

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
算
定
留
意

事
項
通
知
で
妙
な
算
定
制
限
が

導
入
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
評

価
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
免
疫
療
法
治
療
管
理
料
1
月

目
2
8
0
点
、
以
降
月
25
点
、

関
節
液
検
査
50
点
が
新
設
さ
れ

る
等
、
保
険
医
の
改
善
要
求
が

実
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
財
務
省
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
も

の
」
だ
と
評
し
て
薬
価
改
定
財

源
の
診
療
報
酬
本
体
へ
の
振
替

え
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、
今

後
「
療
養
の
給
付
」
の
改
善
の

た
め
、
技
術
料
の
大
幅
引
き
上

げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
最

低
で
も
薬
価
改
定
財
源
の
全
て

を
技
術
料
改
定
に
振
り
替
え
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
今
回
の
改
定
の

よ
う
に
「
ど
こ
か
を
下
げ
て

（
抑
制
し
て
）
ど
こ
か
に
配
分

す
る
」
と
い
う
、
ま
る
で
「
蛸

が
己
の
身
を
喰
う
」
よ
う
な
改

定
を
今
後
も
許
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。「
療
養
の
給
付
」

の
拡
充
こ
そ
が
「
保
険
で
良
い

医
療
を
受
け
る
」
こ
と
で
あ
る

と
患
者
・
国
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
、
医
療
費
抑
制
策
に

加
え
て
医
療
提
供
体
制
の
縮

小
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
制
限
に

ま
で
踏
み
込
も
う
と
す
る
政

府
・
財
界
の
政
策
に
対
し
て
断

固
た
る
「
否
」
を
突
き
付
け
る

広
範
な
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

当
協
会
は
会
員
、
患
者
と
共
に

運
動
を
続
け
て
い
く
。

　
最
後
に
な
る
が
、
2
月
2
日

の
中
医
協
で
診
療
側
・
城
守
委

員
が
「
近
年
、
中
医
協
の
外
部

か
ら
詳
細
な
制
度
設
計
に
ま
で

言
及
す
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と

懸
念
を
表
明
さ
れ
た
。
正
し
く

そ
の
通
り
だ
。
諮
問
す
る
側
で

あ
る
厚
生
労
働
大
臣
に
は
、
中

医
協
が
外
部
の
「
意
向
」
に
影

響
さ
れ
な
い
よ
う
運
営
し
て
も

ら
い
た
い
。
今
回
改
定
率
決
定

時
の
よ
う
に
、
大
臣
合
意
で

「
制
度
改
革
事
項
」
を
ね
じ
込

ま
れ
る
等
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
肝
に
銘
じ
て
も
ら

い
た
い
。2

0
2
2
年
2
月
10
日

京
都
府
保
険
医
協
会

理
事
長　
鈴
木　
卓

　
協
会
は
2
月
25
日
、
要
請
書

「
高
齢
・
高
リ
ス
ク
者
の
入
所

先
へ
の
放
置
を
解
消
し
必
要
な

医
療
を
保
障
す
る
こ
と
」
を
京

都
府
知
事
、
京
都
市
長
宛
に
提

出
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
岸
田
首
相
は
「
感

染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
は
明
ら
か

に
減
少
」（
2
月
9
日
）
と
コ

メ
ン
ト
し
た
が
、
現
場
の
実
感

か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
確
保
病
床

使
用
率
は
7
割
以
上
で
推
移

し
、
2
月
下
旬
に
は
自
宅
・
施

設
も
合
わ
せ
た
全
療
養
者
数
は

連
日
約
2
万
人
を
記
録
し
て
い

る
。

　
病
床
逼
迫
に
よ
る
入
院
困
難

事
例
の
増
加
が
全
国
的
に
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
、

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
、

高
齢
者
の
入
所
施
設
に
入
所
中

の
方
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
、

入
院
が
必
要
で
あ
っ
て
も
ま
っ

た
く
入
院
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
悲
鳴
が
協
会
に
届

く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
酸

素
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
も

Sp
O
2
が
91
％
ま
で
し
か
上

が
ら
ず
食
事
が
摂
れ
な
い
」

「
高
齢
者
が
入
院
で
き
ず
、
施

け
、
緊
急
に
府
・
市
へ
の
要
請

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
要
請
書
で
は
次
の
五
つ
を
求

め
た
。
①
高
齢
者
施
設
に
お
い

て
、
在
宅
酸
素
濃
縮
器
等
、
必

要
な
医
療
資
機
材
を
用
意
し
、

重
症
化
防
止
の
た
め
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
や
中
和
抗
体
薬
が
時
機
を

失
せ
ず
使
用
で
き
る
条
件
を
整

え
る
こ
と
②
施
設
の
配
置
医
師

だ
け
で
な
く
、
訪
問
診
療
実
施

医
療
機
関
の
協
力
も
得
て
こ
れ

ら
の
措
置
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
高
齢
者

施
設
に
お
い
て
入
所
者
が
感
染

し
た
場
合
に
、
外
来
や
入
院
に

つ
い
て
相
談
が
で
き
る
専
用
の

窓
口
を
入
院
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
こ
と

③
島
津
ア
リ
ー
ナ
に
設
置
し
た

入
院
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
稼

働
状
況
を
公
表
し
、
フ
ル
稼
働

す
る
、
収
容
可
能
数
を
増
や

す
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す

る
等
、
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

④
宿
泊
療
養
施
設
の
医
療
機
能

を
強
化
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者

を
受
け
入
れ
可
能
と
す
る
こ
と

⑤
高
齢
者
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
な

ど
の
3
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

加
速
す
る
こ
と
。

　

C
O
V
ID
－19

診
療
の
手

引
き
6
・
2
版
は
高
齢
者
で
あ

る
こ
と
自
体
を
「
独
立
し
た
重

症
化
リ
ス
ク
因
子
」
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
60
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
の
あ
る
場
合
は
死
亡
率
が

12
・
8
％
に
も
及
ぶ
。
第
6
波

で
は
全
死
亡
者
の
う
ち
70
歳
以

上
の
死
亡
者
が
90
％
を
超
え
て

お
り
、
第
5
波
の
そ
れ
を
20
％

以
上
上
回
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
中
等
症
以
上
の
高
齢

者
の
場
合
に
は
入
院
治
療
が
必

要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
高
齢
者
施
設
の
現
場
で

は
、
あ
ま
り
に
も
入
院
が
で
き

な
い
現
実
に
対
し
、
生
命
を
落

と
す
高
齢
患
者
も
発
生
し
て
お

り
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
無

力
感
や
諦
め
に
打
ち
ひ
し
が
れ

る
状
況
に
す
ら
あ
る
と
い
う
。

　
持
て
得
る
限
り
の
医
療
資
源

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、

高
齢
者
の
生
命
を
守
る
医
療
実

践
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け

京
都
府
は
「
臨
時
的
医
療
施

設
」
と
し
て
入
院
待
機
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
1
1
0
床
を
「
確
保
病

床
」
数
に
繰
り
入
れ
て
発
表
し

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
稼

働
状
況
自
体
が
十
分
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
万
一
、
全

床
が
稼
働
し
て
い
な
い
と
し
た

ら
、
す
で
に
入
院
率
は
8
割
を

優
に
超
え
る
。
一
刻
も
早
く
病

床
の
稼
働
状
況
を
明
ら
か
に

し
、
本
気
で
高
齢
者
の
生
命
を

救
う
手
立
て
を
打
っ
て
ほ
し
い
。

高齢施設入所者の生命守れ
医療保障求め府・京都市へ要請

設
に
留
め
置
か
れ

て
い
る
」「
保
健

所
の
対
応
が
間
に

合
わ
ず
往
診
の
依

頼
に
対
応
し
て
も

ら
え
な
い
」「
救

急
車
で
搬
送
さ
れ

て
も
受
け
入
れ
先

が
な
く
、
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
」。
こ

う
し
た
声
を
受

京都府（３月１日時点）

入院者数／確保病床数 入院率

全　体 646人／904床 71.5％

重症者 14人／51床 27.5％

※ 重症病床以外に入院の重症者が「その他」枠で３人
※京都府発表データより

京都府（２月28日時点）

３回目ワクチン接種率 17.4％

※内閣府発表データより

　2022年４月改定による最新点数、告示・通知、厚労
省Ｑ＆Ａ、材料価格、施設基準、療養担当規則、医療・
介護の給付調整、レセプト記載要領――を完全収載。
　オリジナル解説・算定例・Ｑ＆Ａ・図表・診療報酬
一覧表等も収載。さらに改定内容が一目でわかるよう
変更部分に色を付けて明示しています。ややこしい施
設基準も該当ページを記載しているので、参照するの
も簡単です！

協会は診療報酬改定に対応した点数表『社会
保険診療提要』を発行します（４月下旬予定）。
会員には１冊無料で送付しますが、
複数冊ご希望の方は別途お申し込み下さい。

4,860円

（
写
真
は
2
0
2
0
年
版
）

（税込・送料別）

政
策
誘
導
に
終
始
し
た
改
定

技
術
料
の
抜
本
的
改
善
が
必
要

3月15日までに
お申し込み下さい！

2 0 2 2 年 (令和 4年) 3 月 1 0 日 第 3 1 1 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



　
協
会
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
し
、
国
連
憲
章
と

国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で

あ
る
と
と
も
に
核
に
よ
る
威
嚇

を
強
く
非
難
。
反
核
京
都
医
師

の
会
と
連
名
で
3
月
2
日
に

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
」
と
し
た
談
話
を

発
表
し
、
駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
大

使
館
に
送
付
し
た
。
以
下
、
全

文
を
掲
載
す
る
。◇

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
何
故
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
侵
略
戦
争

を
開
始
し
た
の
か
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
居
住
す
る
ロ

シ
ア
人
保
護
を
理
由
と
し
た
今

回
の
侵
攻
は
、
1
9
3
9
年
に

ヒ
ト
ラ
ー
が
ド
イ
ツ
人
保
護
と

い
う
名
の
も
と
行
っ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
侵
略
に
酷
似
し
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
、
独
立
国
家
の
主
権

と
領
土
に
対
す
る
明
白
な
侵
略

で
あ
り
、
国
連
憲
章
と
国
際
法

を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
あ
る
。

　
自
分
自
身
の
保
身
の
た
め
だ

け
な
の
か
、
大
義
名
分
も
な
く

行
っ
た
こ
の
犯
罪
行
為
は
、
世

界
の
人
々
が
願
う
平
和
な
世
界

に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
こ
の
侵
略
戦
争
開
始
の
際

に
、
ロ
シ
ア
が
核
兵
器
を
持
つ

大
国
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
、

「
ロ
シ
ア
は
世
界
で
最
も
強
力

な
核
保
有
国
の
一
つ
だ
」「
最

新
兵
器
で
も
優
位
性
が
あ
る
」

「
我
が
国
が
攻
撃
す
れ
ば
、
壊

滅
し
悲
惨
な
結
果
に
な
る
こ
と

は
疑
い
な
い
」
な
ど
と
、
核
兵

器
に
よ
る
世
界
へ
の
威
嚇
を

行
っ
て
い
る
。
核
兵
器
は
、
広

島
・
長
崎
の
悲
惨
な
経
験
が
示

す
よ
う
に
、
大
量
破
壊
と
非
人

道
的
な
結
末
し
か
も
た
ら
さ
な

い
。
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

し
て
1
年
。
世
界
の
人
々
は
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
中
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
行
為

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
全
て
の
人
々
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
い
る

中
、
ロ
シ
ア
は
多
く
の
人
命
が

犠
牲
と
な
る
軍
事
行
動
を
た
だ

ち
に
中
止
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
軍
隊
を
撤
退
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

　
ま
た
、
日
本
を
は
じ
め
全
世

界
各
国
の
長
た
る
も
の
は
、
自

国
民
の
み
な
ら
ず
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
住
む
す
べ
て
の
住
民
の
命
を

守
る
た
め
に
毅
然
と
し
た
態
度

を
ロ
シ
ア
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
私
た
ち
医
師
は
、
人

々
の
生
命
と
健
康
を
守
る
立
場

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
に
反
対

し
、
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
て
い

き
た
い
。

 

2
0
2
2
年
3
月
2
日

京
都
府
保
険
医
協
会

 

副
理
事
長　
渡
邉 

賢
治

反
核
京
都
医
師
の
会

 

代
表
世
話
人　
三
宅 

成
恒

抗  

議  

談  

話

核
に
よ
る
世
界
へ
の
威
嚇
許
せ
な
い

ロ
シ
ア
は
軍
事
行
動
の
即
中
止
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
基
本
的
人
権
、 そ
し
て
憲
法

 
藤
原
辰
史
氏
が
九
条
医
療
人
の
会
で
講
演

　
藤
原
氏
は
、
あ
ら
た
め
て
自

民
党「
日
本
国
憲
法
改
憲
草
案
」

（
2
0
1
2
年
4
月
28
日
、
以

下
草
案
）
と
比
較
し
な
が
ら
日

本
国
憲
法
を
読
む
こ
と
で
、
改

憲
勢
力
が
日
本
国
憲
法
の
ど
こ

に
苛
立
っ
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
16
年
に
「
棚

上
げ
」
さ
れ
た
と
は
い
え
、
自

民
党
の
憲
法
観
の
エ
ッ
セ
ン
ス

に
は
繰
り
返
し
立
ち
戻
っ
て
お

く
べ
き
と
し
た
。

　
改
憲
勢
力
は
習
近
平
氏
や

プ
ー
チ
ン
氏
の
体
制
よ
り
も
少

し
だ
け
「
民
主
的
」
ラ
イ
ン
を

目
指
そ
う
と
し
て
お
り
、
草
案

を
読
む
限
り
人
間
の
根
源
的
な

管
理
の
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
国
憲
法
擁
護

だ
け
で
は
、
沖
縄
を
切
り
離
し

て
、
天
皇
を
法
体
系
と
責
任
体

系
と
人
権
体
系
の
外
に
置
く
こ

と
で
し
か
成
り
立
た
な
か
っ
た

日
本
国
憲
法
と
戦
後
民
主
主
義

講
師
の
藤
原
氏

と
平
和
主
義
を
問
え
な
い
。
憲

法
を
積
極
的
に
利
用
し
て
世
の

中
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
2
年
間
、
コ
ロ
ナ
か
ら

多
く
の
生
命
を
守
る
こ
と
と
引

き
換
え
に
、
基
本
的
人
権
を
一

部
制
限
す
る
こ
と
を
暗
黙
裡
に

了
解
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が

「
緊
急
事
態
」
の
ラ
イ
ン
を
下

げ
、
人
々
が
違
和
感
を
持
た
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を

利
用
し
た
改
憲
が
よ
り
リ
ア
ル

な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。も
し
、

草
案
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
る

な
ら
ば
、
緊
急
事
態
を
恒
常
化

し
、
戒
厳
令
状
態
を
続
け
る
こ

と
が
可
能
で
、
そ
の
間
、
選
挙

で
議
員
を
選
び
直
す
こ
と
が
で

き
な
い
極
め
て
危
険
な
こ
と
に

な
る
。
ナ
チ
ス
第
三
帝
国
の
登

場
前
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣

が
世
界
恐
慌
を
乗
り
切
る
た
め

大
統
領
緊
急
令
に
基
づ
い
て
次

々
に
基
本
的
人
権
を
制
限
し

た
。人
々
は
そ
の
流
れ
に
慣
れ
、

ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
と
り
、
緊

急
事
態
宣
言
を
唱
え
て
憲
法
を

停
止
し
た
。
緊
急
事
態
条
項
が

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
な
す
が
儘
に
さ

せ
て
し
ま
っ
た
歴
史
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
た
。

　
草
案
と
の
比
較
で
重
要
と
し

て
挙
げ
た
の
が
、
①
99
条
②
13

条
③
24
条
④
36
条
⑤
25
条
⑥
前

文
、
お
よ
び
9
条
。
草
案
で

は
、
①
憲
法
尊
重
義
務
か
ら
天

皇
を
外
す
こ
と
で
、
そ
の
下
で

「
自
由
な
」
政
治
を
行
う
こ
と

を
可
能
に
す
る
②
「
個
人
」

（
誰
に
も
代
え
ら
れ
な
い
唯
一

不
可
侵
の
尊
重
さ
れ
る
べ
き
存

在
と
し
て
の
個
人
）
の
尊
厳
よ

り
「
人
」（
た
だ
の
生
き
る
存

在
と
し
て
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン

ス
）
と
し
て
の
安
全
管
理
が
優

先
さ
れ
て
し
ま
う
③
家
族
や
自

己
の
自
助
努
力
に
依
存
し
、
そ

れ
が
で
き
な
い
人
間
を
憲
法
が

救
え
な
い
可
能
性
④
拷
問
を
禁

止
し
な
い
独
裁
政
権
が
実
質
可

能
に
な
る
⑤
在
日
外
国
人
の
生

存
権
が
保
護
さ
れ
に
く
い
「
国

民
」
と
い
う
言
葉
に
注
意
（
日

本
国
憲
法
も
）
⑥
歴
史
が
積
み

上
げ
て
き
た
権
利
の
獲
得
の
重

み
が
消
え
る
―
と
解
説
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、「
生
存
権
」

が
国
に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
何

度
も
何
度
も
問
わ
れ
た
。
ナ
チ

ス
時
代
に
は
生
存
し
て
い
い
人

々
、
生
存
す
る
必
要
の
な
い
人

々
と
い
う
分
断
が
生
ま
れ
、
現

在
も
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
の
不
平

等
と
い
う
か
た
ち
で
生
ま
れ
て

い
る
。
ナ
チ
ス
は
生
き
る
に
値

し
な
い
生
を
健
康
で
は
な
い
人

間
と
し
て
障
害
者
の
人
々
を
分

　
協
会
は
2
月
9
日
、
岸
田
首

相
、
後
藤
厚
労
大
臣
等
に
「
医

薬
品
の
安
定
供
給
の
確
保
及
び

後
発
医
薬
品
使
用
促
進
の
見
直

し
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出

し
た
。

　
21
年
11
月
に
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

供
給
不
足
の
影
響
に
つ
い
て
」

を
実
施
（
本
紙
第
3
1
1
5
号

既
報
）。
供
給
不
足
の
影
響
と

し
て
「
休
薬
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
」
が
4
割
近
く
も
あ

り
、
必
要
な
療
養
の
給
付
が
保

障
で
き
な
い
深
刻
な
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・

厚
労
省
が
取
る
べ
き
対
応
と
し

て
「
後
発
医
薬
品
の
品
質
管
理

や
安
定
供
給
に
対
す
る
規
制
の

強
化
」
が
8
割
弱
、「
単
に

メ
ー
カ
ー
の
問
題
と
せ
ず
、
後

発
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
見
直

し
を
含
め
た
議
論
」
が
6
割
強

と
多
数
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で

診
療
報
酬
改
定
を
巡
っ
て
は
引

き
続
き
後
発
医
薬
品
の
使
用
割

合
引
き
上
げ
に
与
す
る
方
向
が

打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
単
に
後

発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
監
督
を

強
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
問

題
の
背
景
と
し
て
の
現
行
の
後

発
医
薬
品
使
用
促
進
政
策
の
見

直
し
・
再
点
検
こ
そ
ま
ず
手
を

付
け
る
べ
き
と
考
え
、
2
0
2

1
年
11
月
22
日
提
出
の
「
後
発

医
薬
品
の
安
定
供
給
に
係
る
緊

急
要
望
書
」（
本
紙
第
3
1
1

1
号
既
報
）
に
引
き
続
く
要
望

の
第
2
弾
と
し
て
実
施
し
た
。

　
要
望
項
目
は
次
の
2
点
。

　
①
速
や
か
に
医
薬
品
の
供
給

不
足
を
解
消
し
、
安
定
供
給
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
対
策
を
行
う

こ
と
②
供
給
不
足
の
発
端
と

な
っ
た
不
祥
事
を
は
じ
め
と
す

る
、
業
界
に
お
け
る
品
質
管
理

の
実
態
を
経
営
的
観
点
も
含
め

て
客
観
的
に
調
査
し
、
メ
ー

カ
ー
の
乱
立
を
招
い
た
規
制
緩

和
を
含
め
た
後
発
医
薬
品
の
使

用
促
進
政
策
お
よ
び
後
発
医
薬

品
の
薬
価
の
あ
り
方
が
適
切
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
の
見
直

し
を
含
め
て
真
摯
に
再
検
討
す

る
こ
と
。

後発医薬品使用促進の見直しを
要望書第 2 弾を提出

　
「
九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
支
持
す
る
京
都
医
療
人

の
会
は
1
月
6
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
開
催
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
日
本
国
憲
法
を
読
む
」
と
題
し
、
藤
原

辰
史
氏
（
京
大
准
教
授
）
が
歴
史
学
者
の
立
場
か
ら
講

演
。
73
人
が
参
加
し
た
。

類
し
て
断
種
、
安
楽
死
と
い
う

か
た
ち
で
排
除
し
て
き
た
。
私

た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
「
健

康
」
や
「
国
民
」
と
い
う
言
葉

に
潜
む
「
排
除
」
を
し
っ
か
り

と
見
て
い
く
べ
き
こ
と
を
コ
ロ

ナ
禍
で
学
ん
だ
。
生
命
を
守
る

こ
と
は
大
事
だ
が
、
そ
れ
が
抽

象
的
な
国
民
を
守
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
制
限
さ
れ

て
し
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

時
代
は
、
歴
史
的
に
見
る
と
世

界
大
戦
時
に
人
々
が
味
わ
っ
た

基
本
的
人
権
の
制
限
と
密
接
に

つ
な
が
る
こ
と
を
見
て
お
く
べ

き
と
締
め
く
く
っ
た
。

反核京都医師の会 定期総会・講演会
日　時  4 月 2 日 （土） 午後 2 時～ 4 時
場　所  京都府保険医協会・ルームＡ（ウェブ併用）
記念講演   核兵器禁止条約が発効、 

核廃絶のために誰にでもできること
 松井 和夫 氏 
 （近畿反核医師懇談会DBOBプロジェクト事務局長）

参加申込   https://forms.gle/ 
4aJhEYANgtFGUavCA

※ ウェブ参加希望者には、２日前までにはZoomの招待状を送ります。
感染状況によっては、全てZoomとさせていただく場合があります。

　３月に予定されていた核兵器禁止条約の第１回締約国会議は、新型コロ
ナの影響で再度延期となりましたが、日本政府の対応も含めてその動きが
注目されています。一方で、国際的に取り組まれている「核兵器にお金を
貸すな（Don't Bank on the Bomb）」の取組みで世界の金融機関が核
兵器製造企業への投融資を減らす実績をあげています。日本でも近畿反核
医師懇談会を中心に取り組まれており、そのプロジェクトの事務局長であ
る松井和夫氏に情勢と取組みの焦点についてお話を伺います。どなたでも
無料で参加いただけます。ぜひご参加下さい。

　本紙に同封していますのでご覧下さい。
また、反核京都医師の会では、随時会員を
募集中です。ぜひご入会下さい。
　お問い合わせは協会事務局まで。

『核兵器廃絶 京都医師の会ニュース』を発行しました。

年会費 5,000円

スマホは
こちらから

2 0 2 2 年 (令和 4年) 3 月 1 0 日第 3 1 1 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

９条改憲NO!
署名にご協力下さい
本紙第3116号で「75歳以上の
医療費窓口負担２割化」の中止
を求める署名とともに９条改憲
NO ! 署名もお届けしていま
す。どちらも第一次締切は３月
末。ぜひご協力下さい。



新型コロナウイルス関連の医療機関経営情報

申請期間 2022年１月31日（月）～５月31日（火）

2022年2月22日 現在

★交付状況の個別照会ができます
2022年１月末締切の「継続支援補助金」を電子申請
された医療機関は、交付状況の個別照会ができます。

令和３年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
継続支援補助金

個別照会の方法
「継続支援補助金」のホームページにアクセス→「交付決定について」の「交付
決定確認」をクリックすると、エクセルのファイルがダウンロードされます。
エクセルシートの「受付番号」欄に、申請時に厚労省からの返信メールに記載さ
れている「受付番号」を入力すると、申請後の現在の状況（交付決定済など）が
表示されます。

経済産業省・中小企業庁
事業復活支援金

対 象 者
新型コロナの影響で、2021年11月～2022年３月のいずれかの月の売上高が、
2018年11月～2021年３月の間の任意の同じ月の売上高と比較して50%以上ま
たは30%～50%減少した中小法人・個人事業者

【個人】
売上高減少率 50％以上 50万円 売上高減少率 30％～50％ 30万円

【法人】
年間売上高
１億円以下

年間売上高
１億円超～５億円

年間売上高
５億円超

売上高減少率 50％以上 100万円 150万円 250万円
売上高減少率 30％～50％ 60万円 90万円 150万円

支援金の上限額

お問い合わせ先 厚生労働省医療提供体制支援補助金コールセンター
☎ 0120‒336‒933　〔平日 9：30～18：00〕

申請方法
（オンライン申請）

※ 過去に一時支援金または月次支援金を受給している場合は、事業復活支援金
の申請を行う際に、原則として改めて事前確認を受ける必要はありません。

１） 登録確認機関（※）による事前確認　   （※） 顧問税理士、取り引きのある金融機関、商工会議所等
　・事前確認に必要な書類の準備、マイページから仮登録を行い、申請IDを発番する。
　・登録確認機関を検索し、事前予約する。
　・事前予約した登録確認機関と、事前確認を実施する。
２） 事前確認の完了後、「マイページ」から申請する。
◆オンラインでの申請が困難な場合は、申請サポート会場を利用できます。
　☎0120‒789‒140 【申請サポート会場】京都タワーホテル6F／四条KMビル8F／宇治市産業振興センター2F

お問い合わせ先 経済産業省・中小企業庁 事業復活支援金事業 コールセンター
☎ 0120‒789‒140　〔8:30～19:00（土日祝含む）〕

令和３年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金　交付決定状況確認

申請時に受領した「受付番号」を受付番号入力欄に入力して下さい。
交付決定欄に交付決定状況を表示いたします。
※交付決定済の受付決定日、交付決定手続き中のものは「手続き中」と表示されます。
　審査中もしくは重複申請等の受付番号は「－」と表示されます。

受付番号 交付決定

●●●● ●年●月●日交付決定済

2022年2月22日 現在

京
丹
後
市

京丹後市事業所等感染症対策緊急支援補助金
提 出 期 限： ～2022年3月31日（木）

京丹後市事業所等PCR検査等費用補助金
提 出 期 限：～2022年2月28日（月）⇒［延長］～2022年3月31日（木）
お問合せ先：商工観光部 商工振興課　☎ 0772-69-0440

綾
部
市

綾部市新型コロナウイルスに係る中小企業等消毒費補助金
【感染が発生した事業所対象】

提 出 期 限：事業所等の消毒に要した費用を支払った日から30日以内
お問合せ先：農林商工部商工労政課　☎ 0773-42-4264

亀
岡
市

新型コロナウイルス特別雇用支援補助金
提 出 期 限： ～2022年3月15日（火）
お問合せ先：産業観光部商工観光課 商工振興課係　☎ 0771-25-5033

長
岡
京
市

長岡京市新型コロナウイルス対策商工業事業者等緊急対応支援補助金
【感染が発生した事業所対象】

提 出 期 限：～2022年3月31日（木）
お問合せ先： 環境経済部商工観光課商工振興係　☎ 075-955-9688

宇
治
市

宇治市介護保険・障害福祉施設等新型コロナウイルス感染症感染
防止用資材等整備事業
提 出 期 限： ～2022年3月31日（木）

宇治市オンライン面会等導入補助金 【入居型介護保険施設または障害福祉施設対象】
提 出 期 限：～2022年3月31日（木）
お問合せ先：健康長寿部介護保険課・福祉こども部障害福祉課　☎ 0774-22-3141

与
謝
野
町

与謝野町事業者向け感染症拡大防止対策支援事業補助金
提 出 期 限：～2022年3月15日（火）⇒［延長］～2022年3月31日（木）
お問合せ先：商工振興課　☎ 0772-43-9012

「保険医の経営と税務 2022年版」（月刊保団連）に誤りがありましたので、訂正いたします。

【22頁　表２】（下線部が訂正箇所） 【58頁　フローチャート】（下線部が訂正箇所）

 「継続支援補助金」
ホームページはこちら ⬇

受付番号
を入力

現在の状
況が表示
されます

【２２頁 表２】（下線部が訂正箇所です） 
 

 
 
  

【５８頁 フローチャート】（下線部が訂正箇所です） 
 

 
 

「事業復活支援金」　
ホームページは　

こちら ➡

月刊保団連

保険医の経営と
税務 2022年版

　2021年度の
税制改正の主
要点、2022年
度税制改正大
綱のポイント、
新型コロナウ
イルス感染症
関連の会計と
税務、その他
日常業務での税務について丁寧に
解説。確定申告や日々の業務にご
活用下さい。ご利用の場合は、定価
1,500円（送料込）で購入いただけ
ます。
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医療機関が申請できる自治体独自の新型コロナウイルス関連の支援制度をご紹介します。
詳細は、各自治体のホームページでご確認いただくか、各自治体窓口へお問い合わせ下さい。
下記以外の情報がありましたら、保険医協会までお知らせ下さい。　　　　　　　　　　　



協会の休業補償制度が 「一括告知制度」に
より加入しやすくなりました［2022年

１月１日付加入～］
◎一括告知制度とは
　 医療機関の院長と従業員の皆様が全員加入いただく
場合、加入者ごとの個別告知ではなく、全員分一括
の告知でご加入いただけます

【主な加入条件】
●一つの医療機関の在籍者数が５人以上であること
●上記の対象者の皆様にご加入いただくこと
● ご加入者が、身体の障害（ケガや疾病）により就業不
能となられていないこと

　＊年に１回以上の健康診断を実施している必要があります

配当金 20.53%（2020年実績）
※ 数字は年間保険料に
　対する割合です。

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます。 
（年齢により加入できる保険金額は異なります）

●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
● 配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
会員の最高保険金額も6,000万円に。

グループ保険
生 命 保 険

※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

特長をわかりやす
く解説した動画を
臨床・保険診療 Ｔ
Ｖ（会員専用サイ
ト）でご覧いただ
けます。

お子様の育英費用、
ケガ・病気、自転車事故の備えに

●団体割引 20％
●保険期間は 4 月 1 日より 1 年間
●期間途中での加入も可能
● 扶養者の方に万一の事故があった場合の育英費用の補償だけでなく、お子
様の日常生活全般におけるさまざまなケガや病気の補償、さらに日常生活
における賠償事故などを総合的に補償する保険です。

学生・こども総合保険
４月１日より熱中症の補償を追加

小児科診療内容向上会

日　時  4 月 2 日（土） 午後 4 時～ 7 時10分〈ウェブ併用〉
場　所   TKPガーデンシティ京都タワーホテル 9 階「八閣」

（下京区東塩小路町721-1　☎075-342-1533）

❶ 解説

保険点数の留意事項と最近の審査事情
京都小児科医会理事・支払基金審査委員　安野 哲也 氏

❷ 講演 1

変わりつつあるアトピー性皮膚炎治療
アトピー性皮膚炎診療ガイドライン2021より
 京都府立医科大学大学院　医学研究科　皮膚科学
 准教授　益田 浩司 氏

❸ 講演 2

ともに“不登校”診療を 
～子どもたちは待っている
　京都小児科医会　子育て支援委員会委員　京都市学校医会顧問 
 　有井 悦子 氏

取得単位：日本医師会生涯教育講座カリキュラムコード
【講演１】7. 医療の質と安全、26. 発疹《各0.5単位》
【講演２】5. 心理社会的アプローチ、72. 成長・発達の障害《各0.5単位》

共　催   京都小児科医会　京都府保険医協会 
鳥居薬品株式会社

参加費  無料
会場定員  30人（小児科医会会員優先）※ウェブは定員なし
※参加の際には必ず事前申込が必要です。
　 京都小児科医会会員医療機関は別途案内が届きますので、そちらで
お申し込み下さい。
　 京都小児科医会の会員でない場合は、協会事務局までお申し込み下
さい（会場参加は小児科医会会員が優先です）。

第 8 回 勤務医のための講習会
　日常診療にすぐ役立つ正しい保険請求のルールやポイントを、実際のレセプトを用いて解説し
ます。ご自身のスキルアップに、病院経営の一助として、ご一緒に学びませんか。勤務医の生
活、資産形成に役立つ共済制度（保険）もご紹介します。ぜひご参加下さい。

講演 1

勤務医に役立つ保険医協会の共済制度
 京都府保険医協会理事・医療法人そがべ医院院長　曽我部 俊介 氏
講演 2

勤務医が知っておくべき実践的な保険診療
 京都府保険医協会副理事長・ふくやまクリニック院長　福山 正紀 氏
日　時  3 月16日 （水） 午後 5 時30分～ 6 時30分
場　所  ウェブ配信（Zoom）
参加費  無料　※保険医協会未入会の先生も参加できます。
申込締切  3 月14日（月）
※ 参加用URLは 3 月15日（火）にお申し込みのメールアドレスに送信いたします。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

申
込
で
き
ま
す

ＤＣゴールド
カードのご案内

京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医
協会の会員は個人・家族・法人カード
とも年会費は永久無料です。
有利な特典も備えております。ぜひお
申し込をご検討下さい。年会費

永久無料

サロンコンサート

ファゴット四重奏を楽しみましょう
日　時  4 月23日 （土） 午後 5 時～ 6 時 （開場 ： 午後 4 時45分）
場　所  ホテルモントレ京都 2 階「エスカーレ」（中京区烏丸通三条下ル　☎075-251-7111）
演　奏  ファゴット　中野 陽一朗（京都市交響楽団首席奏者）
 バイオリン　杉江 洋子　（京都市交響楽団副首席奏者）
 ビ　オ　ラ　金本 洋子　（京都市交響楽団）
 チ　ェ　ロ　福富 祥子　（東京芸術大学非常勤講師）
曲　目  モーツァルト「ファゴット協奏曲 op.191より」他
参加費  会員1,000円　家族・従業員2,000円
※ 今回は新型コロナウイルスの感染防止の観点から飲食はありません。また、状況によっては
中止等の可能性がありますのでご了承下さい。
※ご家族・従業員の方の参加も歓迎。お誘い合わせの上どうぞ。

お申し込み・お問い
合わせは文化担当ま
で。（定員：先着20
人・要申込）
☎ 075-212-8877
FAX 075-212-0707

詳細は本紙に同封している案内チラシ
をご参照下さい。

協会　セミナー・講習会等ご案内
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医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須で
す。保険医協会の保険は会員のみなさまからのニー
ズにお応えして、多様な補償をご用意しています。

いつでも加入・型
変更ができます

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医
療従事者を取り巻くリスクに対応できる各種制
度をご用意しています。リスク対策は万全か、
いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクを
まるごとサポート

2021年４月から 医師賠償責任保険に
300型 （1 事故 3 億円／期間中 9 億円）を新設
高額な賠償請求に備え、保険金額を引き上げました
※Ｃ型（法人診療所）、Ｄ型（法人病院）、Ｅ型（勤務医師）が対象

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
針刺し事故等補償プラン

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

個人情報漏えい保険
医療機関用サイバー保険
（情報漏えい限定プラン）

医療行為・医療施設（建物・設備）
や給食に基づく賠償責任
医師賠償責任保険
産業医・学校医等
嘱託医活動賠償責任保険

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
神
経
症
状
の
残
存
な
ど
は

な
く
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
の
Ｒ
Ｏ
Ｍ

制
限
は
、
整
復
後
の
固
定
継
続

中
に
近
位
骨
片
と
対
接
す
る
部

分
の
遠
位
骨
片
に
近
位
骨
片
が

陥
入
し
て
、
遠
位
骨
片
の
背
側

骨
皮
質
が
後
方
に
め
く
れ
上
が

り
同
腹
側
部
が
近
位
部
方
向
へ

と
中
節
骨
遠
位

関
節
面
に
接
近

し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る

と
し
て
、
術
中

術
後
の
血
行
不

全
に
よ
り
関
節
拘
縮
を
来
し
た

と
は
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

後
遺
障
害
に
つ
い
て
も
認
め
ら

れ
な
い
。

〈
結
果
〉

　
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
外
し
忘
れ

た
こ
と
を
過
誤
と
認
め
、
賠
償

金
を
支
払
い
示
談
し
た
。

　
Ｑ
、
外
来
患
者
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
っ
て

SA
R
S-C
oV
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抗
原
検
出

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
結
果
は
陽

性
だ
っ
た
。
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
診
療
を
行
っ
た
が
、
当
日

の
診
療
に
つ
い
て
も
救
急
医
療

管
理
加
算
1
（
診
療
報
酬
上
臨

時
的
取
扱
）（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
・
外
来

診
療
）
9
5
0
点
は
算
定
で
き

る
の
か
。

　
Ａ
、
抗
原
検
査
で
あ
れ
ば
そ

の
場
で
結
果
が
判
明
す
る
か
と

思
い
ま
す
。
陽
性
の
結
果
を
受

け
て
確
定
診
断
が
つ
い
た
患
者

に
対
し
て
引
き
続
き
診
療
し
た

場
合
は
、
検
査
当
日
で
あ
っ
て

も
救
急
医
療
管
理
加
算
1
（
診

療
報
酬
上
臨
時
的
取
扱
）（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
・
外
来
診
療
）
9
5
0
点

は
算
定
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
外
部

委
託
に
て
実
施
し
、
翌
日
に
陽

性
が
判
明
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
遡
っ
て
算
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
確
定

診
断
後
の
陽
性
患
者
に
対
す
る

診
療
時
に
算
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
中
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症  

発
生

　
戦
車
が
走
る
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛

ぶ
、
首
都
に
攻
め
入
る
…
…
。

こ
れ
ほ
ど
本
格
的
な
戦
争
が
欧
州

の
大
き
な
国
の
間
で
起
き
る
と

は
、
さ
す
が
に
驚
い
た
。

　
主
要
都
市
を
攻
撃
し
て
国
全
体

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
こ
う
と

す
る
。
ま
さ
に
侵
略
で
あ
る
。

　
厳
し
い
非
難
を
浴
び
る
の
は
当

然
だ
が
、
独
裁
者
の
精
神
状
態
が

お
か
し
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な

単
純
な
話
で
は
な
い
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
諜
報
・

治
安
機
関
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
出
身
。
選

挙
で
選
ば
れ
つ
つ
、
対
立
す
る
党

派
や
メ
デ
ィ
ア
を
弾
圧
し
て
強
権

的
な
体
制
を
築
い
て
き
た
。

　
扇
動
者
で
は
な
く
、
タ
フ
で
冷

徹
な
リ
ア
リ
ス
ト
。
水
面
下
の
手

段
も
駆
使
し
て
統
制
を
図
る
。
日

本
で
言
う
な
ら
、
ス
ガ
前
首
相
の

頭
を
う
ん
と
良
く
し
て
、
体
力
も

つ
け
た
よ
う
な
感
じ
だ
ろ
う
か
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
計

画
を
練
り
、
西
側
諸
国
の
批
判
や

経
済
制
裁
を
受
け
る
こ
と
も
織
り

込
ん
で
実
行
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
戦
争
を
正
当
性
す
る
大
義
名
分

は
、
も
ち
ろ
ん
掲
げ
た
。

　
ロ
シ
ア
人
の
同
胞
が
現
地
で
迫

害
や
残
虐
行
為
を
受
け
て
い
る
と

い
う
民
族
的
理
由
づ
け
。

　
一
部
地
域
の
独
立
を
承
認
し
、

そ
の
依
頼
を
受
け
て
派
兵
す
る
と

い
う
手
続
き
的
理
由
づ
け
。

　
地
続
き
の
国
が
、
西
側
の
軍
事

同
盟
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
入
る
と
、

ロ
シ
ア
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
と

い
う
防
衛
上
の
理
由
。
こ
れ
は
本

音
で
、
最
大
の
動
機
だ
ろ
う
。

　
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
も
と

も
と
一
体
だ
と
プ
ー
チ
ン
は
主
張

す
る
。
9
〜
13
世
紀
の
キ
エ
フ
大

公
国
は
正
式
名
ル
ー
シ
。
ロ
シ
ア

の
源
流
で
も
あ
る
。
以
後
は
モ
ン

ゴ
ル
、
ト
ル
コ
な
ど
に
支
配
さ

れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
国
の
登

場
は
ロ
シ
ア
革
命
の
年
。
そ
れ
か

ら
長
く
ソ
連
の
構
成
国
だ
っ
た
。

　
俺
の
縄
張
り
で
、
弟
分
が
対
立

グ
ル
ー
プ
と
つ
る
む
の
は
許
せ
な

い
と
い
う
勢
力
圏
思
想
。
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
我
が
身
が
危
な

い
と
い
う
警
戒
心
。
8
年
前
の
ク

リ
ミ
ア
半
島
併
合
が
さ
ほ
ど
尾
を

引
か
ず
、
自
信
を
持
っ
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
抵
抗
が
強
く
、

キ
エ
フ
を
数
日
で
制
圧
で
き
な

か
っ
た
の
は
誤
算
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
核
大
国
ロ
シ
ア
に
対

し
て
米
国
や
西
欧
は
参
戦
し
な
い

と
い
う
読
み
は
外
れ
て
い
な
い
。

　
国
と
地
域
の
関
係
で
言
え
ば
、

沖
縄
は
1
8
7
9
年
ま
で
琉
球
王

国
だ
っ
た
。
も
し
独
立
し
て
近
隣

国
と
組
も
う
と
し
た
ら
日
本
が
ど

う
反
応
す
る
か
を
想
像
し
よ
う
。

　
現
代
史
も
振
り
返
っ
て
、
他
国

へ
侵
攻
す
る
と
き
の
理
由
づ
け
や

経
過
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　
大
日
本
帝
国
は
「
満
蒙
は
日
本

の
生
命
線
」
と
唱
え
、
軍
の
謀
略

に
よ
る
満
州
事
変
で
満
州
国
を
樹

立
。
暴
虐
な
支
那
を
懲
ら
し
め
る

と
叫
び
、
首
都
・
南
京
ま
で
占
領

し
た
。
日
中
戦
争
は
泥
沼
化
。
国

際
的
非
難
と
経
済
制
裁
を
受
け
る

と
米
英
と
も
戦
争
に
突
入
し
た
。

　
旧
ソ
連
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
新
政
権
か
ら
要
請
さ
れ
た
と
し

て
軍
事
介
入
し
、や
は
り
泥
沼
に
。

　
米
国
は
、
大
量
破
壊
兵
器
を
隠

し
て
い
る
と
主
張
し
て
イ
ラ
ク
を

攻
め
た
。
フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
処

刑
。
そ
の
後
は
混
乱
を
極
め
た
。

　
強
大
な
力
を
持
つ
番
長
を
、
力

に
よ
る
対
抗
、
経
済
制
裁
で
止
め

ら
れ
る
か
。
メ
ン
ツ
を
保
て
る
退

却
理
由
も
要
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
ロ
シ
ア
国
内

に
戦
争
へ
の
熱
狂
が
な
く
、
反
戦

デ
モ
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
。
事

態
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
権
力
基

盤
を
揺
さ
ぶ
る
ロ
シ
ア
の
人
々
の

動
向
、
平
和
を
求
め
る
世
界
の
国

々
と
民
衆
の
声
で
あ
る
。

（
30
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
中

に
ボ
ー
ル
が
右
手
に
当
た
っ
て

指
を
捻
挫
し
、

約
1
週
間
後
に

本
件
医
療
機
関

を
受
診
し
て
、

右
中
指
骨
性
槌

指
と
診
断
さ
れ

た
。
石
黒
法
に
よ
る
ピ
ン
ニ
ン

グ
手
術
が
実
施
さ
れ
、
無
事
終

了
し
た
。

　
し
か
し
、
ゴ
ム
手
袋
の
指
1

本
分
を
流
用
し
て
中
指
の
近
位

部
の
指
根
部
に
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト

（
止
血
帯
）
状
に
し
て
指
輪
の

よ
う
に
装
着
し
た
の
で
あ
る

し
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
可
動
域
（
Ｒ

Ｏ
Ｍ
）
の
制
限
を
残
し
た
と
し

て
賠
償
金
の
額
を
独
自
に
計
算

し
て
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
術
後
に
外
し

忘
れ
た
こ
と
は
全
面
的
な
過
誤

と
認
め
た
。
な
お
、
右
中
指
の

Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
の
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、
自

動
で
伸
展
マ
イ
ナ
ス
20
度
、
屈

曲
60
度
、
他
動
で
伸
展
マ
イ
ナ

ス
10
度
、
屈
曲
60
度
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
神
経
症
状
は
治

ま
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
外
し
忘
れ

た
こ
と
は
、
単
純
な
過
誤
と
断

が
、
医
師
は
術
後
に
取
り
外
し

を
失
念
し
た
こ
と
を
翌
日
発
見

し
た
。
患
者
は
手
術
翌
日
の
検

創
に
受
診
し
た
が
、
そ
の
時
ま

で
装
着
し
続
け
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
疼
痛
、
水
泡
、
皮
膚
剥

離
等
が
発
症
し
た
。

　
患
者
側
は
約
8
カ
月
後
に
、

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
術
後
た
だ
ち

に
外
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
怠
っ
た
た
め
に
、
疼
痛
、

水
泡
、
皮
膚
剥
離
等
が
発
症

タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
外
し
忘
れ
て

 

右
中
指
循
環
障
害

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
157

プ
ー
チ
ン
番
長
を
止
め
る
に
は

届
」
を
保
健
所
に
提
出
い
た
だ

け
れ
ば
、
救
急
医
療
管
理
加
算

1
を
は
じ
め
と
す
る
確
定
診
断

後
に
行
う
診
療
行
為
に
つ
い
て

は
、
自
宅
療
養
・
宿
泊
療
養
に

係
る
公
費
（
公
費
負
担
者
番

号
：
2
8
2
6
0
6
0
2
）
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
24
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
5
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。 

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

医療安全研修
DVD partⅢ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
留
ま
る
こ
と
な
く
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
感
染
者
は
急
増
し
て
い
る
。

当
圏
域
で
も
2
月
中
旬
に
は
1
週

間
あ
た
り
の
新
規
感
染
者
数
は
約

8
0
0
人
、
自
宅
療
養
者
数
は
約

1
2
0
0
人
と
高
止
ま
り
で
、
高

齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
多
発
に
よ
り
、
病
床
は

ほ
ぼ
満
床
と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
日
の
よ
う
に
か
か
り
つ
け
患

者
さ
ん
か
ら
発
熱
が
あ
る
と
電
話

が
あ
る
。
P
C
R
検
査
や
抗
原

検
査
を
し
て
、
そ
の
陽
性
者
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情

報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

（
ハ
ー
シ
ス
）
へ
直
接
入
力
し
て

発
生
届
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
自

宅
療
養
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
電

話
診
療
を
す
る
こ
と
が
日
課
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
自
院
で
実
施
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
陽
性
と
な
っ
て
自
宅
療
養
し
て

い
る
Ｏ
さ
ん
に
午
前
の
診
察
中
に

経
過
観
察
の
電
話
を
し
た
。

　
「
ど
う
で
す
か
調
子
は
。
熱
は

下
が
っ
て
い
ま
す
か
」

　
「
大
丈
夫
で
す
。
熱
は
36
・
4

℃
で
す
。
ま
だ
時
々
、
咳
は
出
ま

す
が
」

　
「
今
日
で
自
宅
療
養
終
了
で
す

ね
。
良
か
っ
た
で
す
ね
」

　
「
良
く
は
な
い
の
で
す
。
私
は

大
丈
夫
な
の
で
す
が
、
父
親
が
今

日
か
ら
熱
を
出
し
て
い
る
の
で

す
」

　
ど
う
も
、
同
居
家
族
で
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
父
の
様
子
が
お
か

し
い
ら
し
い
。

　
「
お
父
さ
ん
は
濃
厚
接
触
者
で

7
日
間
の
待
機
期
間
が
終
わ
り
で

は
な
い
の
で
す
か
」

　
「
私
は
隔
離
部
屋
か
ら
出
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
弟
が
2
日
後

に
熱
を
出
し
て
P
C
R
検
査
陽
性

で
し
た
。
母
も
喉
が
痛
い
と
言
っ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
う
つ
っ

た
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
」

　
濃
厚
接
触
者
該
当
同
居
家
族
の

待
機
期
間
は
、
検
査
陽
性
者
の
発

症
日
（
検
査
陽
性
者
が
無
症
状
の

場
合
は
検
体
採
取
日
）
ま
た
は
検

査
陽
性
者
の
発
症
等
に
よ
り
住
居

内
で
感
染
対
策
を
講
じ
た
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
方
を
0
日
目
と
し
て

7
日
間
と
さ
れ
て
い
る
。
感
染
者

の
発
症
日
か
ら
7
日
を
超
え
て
発

症
す
る
二
次
感
染
者
は
極
め
て
ま

れ
な
た
め
と
さ
れ
て
い
る
（
国
立

感
染
症
研
究
所
）。
し
か
し
、
7

日
を
超
え
て
発
症
し
た
と
思
う
事

例
も
経
験
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
で
、
お
父
さ
ん
の
調
子

は
ど
う
な
の
で
す
か
」

　
「
ゴ
ン
ゴ
ン
と
咳
を
し
て
苦
し

そ
う
で
す
。」

　
「
そ
れ
は
、
大
変
で
す
ね
」

　
「
実
は
父
は
糖
尿
病
と
高
血
圧

症
で
Ｔ
病
院
に
通
院
し
て
い
る
の

で
す
が
、
も
う
す
ぐ
透
析
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
」

　
「
と
り
あ
え
ず
、
コ
ロ
ナ
の
検

査
を
し
ま
す
の
で
来
ら
れ
ま
す

か
」

　
い
つ
も
の
よ
う
に
診
療
所
の
裏

庭
で
検
査
を
し
よ
う
と
個
人
用
防

護
具
に
着
替
え
て
い
る
と
、
Ｏ
さ

ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

　
「
父
に
話
を
し
た
の
で
す
が
、

と
て
も
息
苦
し
く
て
伺
え
な
い
と

言
う
の
で
す
。
私
の
借
り
て
い
た

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
で
88
％
し

か
な
い
の
で
す
」

　
状
況
か
ら
考
え
て
、
コ
ロ
ナ
肺

炎
に
違
い
な
い
。
ま
し
て
糖
尿
病

性
腎
症
も
腎
不
全
期
の
よ
う
で
あ

る
。
保
健
所
に
電
話
し
て
入
院
の

ア
レ
ン
ジ
を
お
願
い
し
た
。

　
翌
日
、
電
話
で
お
父
さ
ん
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
か
を
尋
ね
た
。

　
「
お
父
さ
ん
は
入
院
で
き
た
の

で
す
か
」

　
「
あ
れ
か
ら
保
健
所
か
ら
電
話

で
救
急
隊
を
呼
ぶ
よ
う
に
連
絡
が

あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
1
1
9
番

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ

の
検
査
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
病

院
が
見
つ
か
ら
ず
、
保
健
所
に
頼

ん
で
も
ら
っ
て
Ｕ
病
院
に
行
っ
た

の
で
す
」

　
「
コ
ロ
ナ
の
検
査
な
ら
私
の
診

療
所
で
も
で
き
た
の
に
」

　
「
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
の
時
は

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

抗
原
検
査
が
陽
性
だ
っ
た
の
で

す
。
入
院
先
を
探
す
の
に
、
ま
た

時
間
が
掛
か
っ
た
よ
う
で
す
。
夕

方
6
時
を
回
っ
て
Ｋ
病
院
か
ら
入

院
し
て
い
る
と
電
話
が
あ
り
ま
し

た
」

　
「
と
り
あ
え
ず
入
院
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
ね
」

　
「
で
も
、
肺
炎
に
な
っ
て
い
て

状
態
は
悪
い
よ
う
で
す
。
と
り
あ

え
ず
Ｋ
病
院
で
で
き
る
こ
と
は
す

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
転
院
し

て
も
ら
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

　
当
圏
域
で
の
入
院
は
で
き
ず
他

圏
域
の
病
院
に
入
院
と
な
っ
た
。

感
染
者
数
の
急
増
で
病
床
が
満
床

状
態
と
な
り
入
院
医
療
が
逼
迫
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
Ｏ
さ

ん
は
自
宅
療
養
解
除
に
な
っ
た
も

の
の
自
家
用
車
が
な
く
Ｋ
病
院
へ

行
く
こ
と
も
難
し
い
よ
う
で
あ

る
。
入
院
で
き
ず
に
亡
く
な
る
方

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
時
期
だ
け

に
、
入
院
治
療
を
受
け
ら
れ
る
だ

け
で
も
有
難
い
と
思
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

濃

厚

接

触

者

飯田 泰啓（相楽）
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第 8 回

　
会
員
・
加
入
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
当
会
共
済
制

度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
保
険
医
年
金
の
予
定

利
率
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
10

月
に
ご
案
内
の
通
り
、
受
託
会

社
6
社
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

大
樹
生
命
よ
り
、
自
社
引
受
分

の
予
定
利
率
を
引
き
下
げ
る
と

の
通
達
を
受
け
ま
し
た
。
当
会

で
は
こ
の
間
、
予
定
利
率
を
維

持
す
べ
く
受
託
生
保
各
社
と
協

議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、

誠
に
遺
憾
な
が
ら
、
2
0
2
2

年
7
月
1
日
よ
り
1
・
1
4
0

％（
※
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
保
険
医
年
金
は
、
生
命
保
険

会
社
が
一
般
勘
定
で
運
用
す
る

「
拠
出
型
企
業
年
金
保
険
」
を

団
体
契
約
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
最
低
保
証
利
率
で
あ
る
予

定
利
率
で
利
息
計
算
さ
れ
、
配

当
が
あ
れ
ば
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
そ
の
上
で
、
年
度
末
決
算

で
は
、
加
入
者
の
積
立
金
を
確

定
さ
せ
て
い
ま
す
。
す
で
に
加

入
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
積
立

金
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
安
心
下
さ
い
。

　
運
用
の
安
定
性
、
積
み
立

て
・
受
け
取
り
の
自
在
性
等
、

制
度
の
特
長
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
払
い
込
み
は
口
数
単
位

で
増
口
・
減
口
で
き
、
中
断
・

再
開
も
で
き
ま
す
。
受
け
取
り

は
加
入
5
年
以
上
経
過
す
れ
ば

い
つ
で
も
年
金
受
給
で
き
、
受

取
方
法
は
4
種
類
の
年
金
ま
た

は
一
時
金
よ
り
選
択
で
き
る
な

ど
自
在
性
に
富
ん
だ
制
度
で

す
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
こ
と
で
手
数
料
を
低
く
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
受
託
生
保
各
社
に
は
更
な
る

運
用
努
力
を
求
め
、
大
切
な
年

金
資
産
を
安
心
し
て
委
託
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
協
会
と

連
携
し
て
制
度
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

保
険
医
年
金
の
ご
利
用
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ご
所
属
の
保
険
医
協

会
・
保
険
医
会
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。

80
歳
満
期
予
定
者
、

年
金
受
給
を
ご
検
討
中
の
皆
様

　
1
9
4
2
年
（
昭
和
17
年
）

9
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
加

入
者
の
方
は
、
今
年
9
月
1
日

で
80
歳
満
期
と
な
り
、
一
時
金

ま
た
は
年
金
受
給
の
お
手
続
き

が
必
要
で
す
。
80
歳
満
期
を
迎

え
る
方
に
は
、
3
月
中
に
別
途

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

　
年
金
受
給
の
場
合
、
受
給
中

の
利
息
計
算
は
、
受
給
開
始
時

点
の
予
定
利
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
現
行
の
予
定
利
率

（
1
・
2
5
9
％
）
に
よ
る
受

け
取
り
を
ご
希
望
の
場
合
は
4

月
中
に
受
給
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

近
々
年
金
受
給
を
検
討
中
の
方

は
、
お
手
数
で
す
が
、
3
月
中

に
ご
所
属
の
保
険
医
協
会
・
保

険
医
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
訂
正　
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

№
3
0
6
（
22
年
2
月
号
）
9

ペ
ー
ジ
「
検
査
料
の
点
数
の
取

扱
い
」
に
て
、
白
癬
菌
抗
原
定

性
の
点
数
を
（
2
1
3
点
）
と

記
載
し
て
い
ま
す
が
、
正
し
く

は
（
2
3
3
点
）
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
大
森
芳
明
氏
（
享
年
74
、
伏

見
）
12
月
27
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

2022年度 診療報酬改定説明会

1 『点数表改定のポイント』
2 『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』
※ 1 2 ともテキストは事前配布を予定

京都市内　※ウェブ参加も可能

日 時  1 3月27日（日） 午前10時 ～ 午後 4 時30分

   2 4月21日（木） 午後 2 時 ～ 4 時30分
場 所  京都テルサ 「テルサホール」 （南区東九条下殿田町70）

府 北 部

日 時  1 3月26日（土） 午後 2 時 ～ 4 時30分

   2 4月23日（土） 午後 2 時 ～ 4 時30分
場 所  福知山医師会館
  （福知山市天田35-1）

共 催  （一社）福知山医師会

お申込み・詳細は
右記QRコードまた
は協会HPよりお願
いいたします。

　
（
※
）
受
託
生
保
会
社
各
社
の
予
定
利
率
と
引
受
割
合
に
よ
り
算

出
し
た
加
重
平
均
予
定
利
率
で
す
。

　
掛
金
に
は
運
営
事
務
費
、
委
託
手
数
料
や
遺
族
年
金
特
約
保
険
料

が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

予
定
利
率
1
・
1
4
0
％
で
計
算
し
た
場
合
、
月
払
は
4
年
4
カ

月
、
一
時
払
は
2
年
2
カ
月
で
積
立
金
が
掛
金
を
上
回
り
ま
す
。

　
積
立
計
算
は
2
0
2
2
年
6
月
30
日
ま
で
は
予
定
利
率
1
・

2
5
9
％
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
医
年
金
の
予
定
利
率
変
更
に

関
す
る
お
知
ら
せ

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
　
共
済
部
長
　
森
　
明
彦

会員投稿を募集中
「私のすすめる…」では、本・
映画・音楽等、新旧ジャンルを
問わず、心に残った作品紹介の
投稿を募集しています。800字
以内。掲載後、 記念品を贈呈し
ます。

　
2
月
15
日
発
行
の
全
国
保
険
医
新
聞
で
、
10
月
に
引
き
続

き
保
険
医
年
金
の
予
定
利
率
引
き
下
げ
に
関
す
る
談
話
を
保

団
連
の
森
明
彦
共
済
部
長
が
発
表
。
重
要
な
お
知
ら
せ
で
あ

る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
本
紙
に
再
掲
す
る
。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 3 月 1 0 日第 3 1 1 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 (8)毎月10日･25日発行
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